














紅、が櫛形したもの（n/i'JUJはまちまち樹占はNikon FM, F3、レンズは2 8nm） が今となっては貴重なものとなっ
た。 どこまで正確に党えているかやや不安な而もあるが、 資料としてu肘ーる。 是非上記の 2 点と読み合わ
せていただきたい。 また人名にっし、ては拙論「『九鬼周造文庫目録』と『1哨周造録制の倒「J創氏






















れてはし、なかったが、 給湯設備があった。 右lこは応援問（8）がある。 床の間が傾めてすっきりした感じ
になっている。 応寺jl/JJの南半分（9 ）には、 出窓、部分がサンルームになっていて、 そこから庭に出られる
ようにもなってし、る。写真JOは隣の食堂である。隣とし、つでも隔てるものはない。村汗は県出であろうか、
重く頑丈であった。見にくいが奥に簡易ベット(I l昼寝ffl ？）のようなものがある。 応援｜百！と食堂の天井部
分の灯り（12 ・13）は’阿折である。 �物全体に言える開放は、 面倒く平の直線で＋品目比されているとし、うこ




聞0、たところ、 「薦文の家を処分して」との答えに、 即闘こ「だったらお断りします。 失礼ですがその程
度の資力ではこの家［説11持できませんJとおっしゃったそうである。 聞くだけでご苦労が偲lfuる。
写真 14 は、 家全体を南側の庭から協10したもの。 庭の規棋がわかる。 写真 15 は南西側lから協l:'eしたも
の。 2階の向かってさcffl!Jが和室の寝室で、 右側が書斎になっている。 111皆中央のIll窓になっているところ
が応接室で、 その前に例の日H寺計があった。この日時計はその当日寺から表面がいつ剥落するかわからない




思う。 小さくて見にくいが、 左から竹田さん、 大塚さん、 合庭さん、1率的先生、 必ヲ係先生、布Ii沼さん。tilt
稲削混めて多孤で、 自分に他物の知識がないことをいまさらながらに成念に思う。 池があり、 築山があり
でf切『に九鬼の意間鴨じられた。




のをと枕念でならないが、 わかるmv.四で説明したし'o：写J'.!;20 ・ 21 は茶室南fJUJ,写真22ゆ水屋で、 ；｜凶I.I）に
ある。23 は茶室内部を外から見たところ。抗日；多方向は南東になる。24は茶室束百iの床の!Jfl, 25は24の天
井札26は茶室の灯り。 東から西を向き 、 l当然光での協；診を対みた。27は茶室のm, この恰拡の樹氏は大
塚さんによると、万端的自i訴i〔王＇1-r%sで以T)1jと同じものを探し：；Jtめられて張られたとのことであった。 取っ
手も有名な松来になってしも。 ちなみに、 厳氏が他界された後、 この旧九鬼邸剖慨されたヨiii妹で区分
所有され、 建物の辺りを所有されていたのが大塚さんとおっしゃったように記憶している。









らである。 従って片づいておらず、 このような写其を公表することに心理h場抵抗をI占えるが、 今となって
はi'tHi.:なものなので店、のi'J任で伺司tする。
31 ・32 の2枚の写.J'J;は九鬼文民劫王l収まっていたお斎である。どのようにお架が並べられていたのか、 知












いる。 更に、 数えてはいないが、 かなり多くの戸建て住宅も建っている。 しかし、jfilと南の生け垣が当H寺
の商彩をまだ少U'.：£しているのはありがたいこと己最初JOOO坪あったとしづ九鬼邸も、 薮氏が亡くなら
れた時に、4蹴弟欽t策に東の300 坪旬、はそうIHIいたように思うが、 100とも200とも品、てある。 この場所は九鬼lJ'
州をしていたという話もある） を充去IIし、 今また－－ 方;l..li巳の世界である。i設後に、 データを記してこの杭を終
える。 (Hl9. 3 .  26) 
昭和15 (1940 ）年、 九鬼 満52歳 山科四宮鍬手lllTl 9務地lこii尽居
家は前年12月25日に竣工 施工業者は大村守且
1階 50. 4 9坪 2階 31. 6 5坪 高さ2 7. 5尺
施工資 本体266001弓 物ff14. 5即 400円
- 84 一
＼＼ 
1 北側 2 南側
3 玄関 4 正面 5 冠木門と道しるべ
6 廊下 7 手洗い場
8 応接間 9 応按関商
10 食堂 11 寝台
12 応接間南東隅角の灯り
13 食堂上南側の灯り
14 庭からの全景（南） 15 庭からの全景（南西より）
16 日時計検から南西方向
17 東階段 18 西階段
19 西階段2階
20 茶室南側土問 21 花明かり窓
22 水屋 23 給仕口と内部 24 床の間









29 茶室南側 30 つくばい
31 書斎西半分
32 書斎東半分
33 取っ手の取り外し作業をされる佐藤先生
34 現在の九鬼邸跡（夕暮れ時に撮影）
